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取組の目的，目指していること：

■にぎわいづくりの機会
・竹の里センターをはじめとする、賑わいが低下するサ
ブセンターに多くの近隣住民が訪れる機会を作ること
を目的として洛西ニュータウンらしいイベントを実施
する気運とノウハウを高める

■竹の活用促進・放置竹林問題への対応
・イベントにおいて竹を活用したプログラムの実施や、
竹の活用方法に関する情報を発信することで、竹の活
用促進を図るとともに、放置竹林の問題やその管理活
動に対する関心を高める。
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令和元年度の主な活動内容：

■実施イベントタイトル

「竹の里たけイブニング」

■実施日時：令和元年11月2日（土）
午後3時～午後8時

■場所：竹の里センター
■参加者状況：約100人
■事業内容：

竹のジャングルジム、竹のコップで乾
杯、芝生広場設置、竹を使ったエクサ
サイズ、野菜・花・はちみつの販売、大
スクリーンで動画鑑賞
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準備風景
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当日の様子

オープニング

竹を使った健康体操

竹製品や農産物等の販売



令和元年度地域団体活動ステップアップサポート事業

当日の様子

竹製品や農産物等の販売

竹によるイベント設営
（竹のジャングルジム）

竹によるイベント設営
（竹の穂垣）
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当日の様子
（夜の情景）

動画鑑賞する参加者

竹によるイベント設営
（竹灯籠）

大スクリーンで動画上映
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当日の様子

（同時開催の「明かりで染ま
る洛西けやき通り」）

けやき通りからの会場風景

同時開催の「明かりで染まる洛
西けやき通り」の実施状況

同時開催の「明かりで染まる洛
西けやき通り」との連携状況
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活動において苦労したこと，苦労を乗り越えた対策など：

■サブセンターの活性化との関係性を考えることが必要
・商店の数が少ない竹の里センターにおいて、今後の活
性化を考える際に、「人のにぎわい」だけが高まるこ
とでは、商業的な活性化につながりにくく、竹の里セ
ンターの位置づけや地域コミュニティにおいて期待さ
れる機能などを考えることが必要である。

■地域全体の取組とするための運営を考えることが必要
・そのため、「人が集う」ことだけを狙うのではなく、
地域住民等が竹の里センターの「広場」や「会館」を
うまく活用して地域全体の活力を生み出すための取組
が必要であるため、次回以降、運営側に住民等の参加
を促していくことが考えられる。
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令和元年度の活動の成果：

■ネットワークの広がり
・竹の里わくわくマルシェの前夜祭として開催すること
となり、今後の竹の里センターの活性化に向けて人材
のネットワークが生まれた。

・「明かりで染まる洛西けやき通り」との同時開催とな
り、相互に集客上の相乗効果が生まれた。

■ニュータウンにおける夜の過ごし方の提案
・夜の時間帯に一定の来客があったことから、夜のにぎ
わいが住民にも求められていることがわかった。

・商店街との連携による取組として、今後の竹の里セン
ターの活性化に向けた実験的取り組みとして連携がで
きた。
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令和元年度の活動の成果：

■竹を通じた交流・つながり
・竹をふんだんに活用したイベントを実施したことで、
今後、同様の設営を他のイベントでも活用できること
が確認されたため、地域資源である竹の利用促進につ
ながることが期待される。また、特定非営利活動法人
京都発・竹・流域環境ネットの活動のPRの場とも
なったため、竹林管理に対する市民の関心を高める場
ともなった。
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今後の活動展望：

・イベントの継続的実施
・他のサブセンターでの竹の活用促進
・サブセンターの本質的な活性化につながる取組の検討
・竹林管理への参加のきっかけづくり

など


